














要約 

先天異常モニタリングの統計的方法として,ポアソン確率を用いて異常数の経時的変化を

記述した。その結果,先天性代謝異常症,外表奇形のいずれをもモニタリングすることが可

能であることがわかった。その結果,出産後 1週間以内の観察で,全外表奇形のベースライ

ン発生頻度がほぼ 1%で,神奈川,大阪,鳥取で地域差のないことが確立された。 


